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わが
を
語
る

市
水
の
里
　
登
米
市

　

登
米
市
は
、
東
北
の
中
心
地
宮
城
県

の
北
部
に
位
置
し
、
仙
台
市
か
ら
北
へ

約
70
㎞
の
場
所
に
あ
り
ま
す
。
市
の
ほ

ぼ
中
央
を
迫
川
、
東
側
を
雄
大
な
北
上

川
が
貫
流
し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
指
定

登
録
湿
地
の
伊
豆
沼
・
内
沼
・
蕪
栗
沼
を

は
じ
め
と
し
て
、
長
沼
、
平
筒
沼
、
機

織
沼
な
ど
多
数
の
湖
沼
が
点
在
す
る

「
水
の
里
」で
す
。

　

こ
の
豊
か
な
水
源
は
、
市
の
中
央
部

に
広
が
る
肥ひ
よ
く沃

な
大
地
を
潤
し
、
全
国

有
数
の
米
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
部
に
広
が
る
森
林
は
、
津
山

杉
、
し
い
た
け
や
山
菜
な
ど
多
く
の
山

の
幸
、
国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
イ
ヌ

ワ
シ
な
ど
野
生
生
物
の
宝
庫
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

東
京
五
輪
の
ボ
ー
ト
と
カ
ヌ
ー
・
ス

プ
リ
ン
ト
競
技
で
の
会
場
候
補
地
に

な
っ
た
長
沼
は
、
国
内
で
唯
一
の
常
設

２
０
０
０
ｍ
、
８
レ
ー
ン
公
認
で
日
本

最
高
峰
の
ボ
ー
ト
場
で
あ
り
、
ハ
ス
の

景
勝
地
で
も
あ
り
ま
す
。
夏
に
は
湖
面

一
面
に
ハ
ス
が
咲
き
乱
れ
、
そ
の
景
観

は
極
楽
浄
土
を
思
わ
せ
る
素
晴
ら
し
い

景
観
で
す
。

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

　

本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然
と
安
全
・

安
心
な
食
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

自
然
と
の
共
存
を
目
指
し
た「
環
境
保

全
型
農
業
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。「
赤

と
ん
ぼ
が
乱
舞
す
る
産
地
を
目
指
そ

う
」
を
合
言
葉
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
環

境
保
全
米
」
の
栽
培
は
、
本
市
が
発
祥

の
地
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
で
き

る
だ
け
減
ら
し
た
栽
培
方
法
を
証
明
す

る「
栽
培
履
歴
簿
」の
記
帳
を
は
じ
め
、

食
味
調
査
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
、
残
留
農
薬

分
析
な
ど
を
実
施
し
た
安
全
で
安
心
な

お
米
の
産
地
で
す
。
環
境
に
や
さ
し
い

米
づ
く
り
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
首
都
圏
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
仙
台

市
内
の
小
学
校
で
の
出
前
講
座
な
ど
、

Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

米
と
並
び
、「
肉
用
牛
」は
県
内
一
の

生
産
量
を
誇
り
、
農
協
管
内
だ
け
で
も

年
間
約
３
７
０
０
頭
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
27
年
の
肉
用
牛
市
町
村
別
産

出
額
は
約
74
億
円
で
、
全
国
８
位
、
本

州
で
は
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
飼
育
農

家
数
約
８
０
０
戸
、
飼
育
頭
数
は
約

２
万
５
０
０
０
頭
、
県
内
ト
ッ
プ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
開
催
さ
れ
た
第
11
回
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
に
は
、
本
市
か
ら
９
頭
の

牛
が
出
品
さ
れ
、
第
２
区（
若
雌
の
１
）

の
出
品
区
に
お
い
て
、
こ
の
区
の「
日

本
一
」に
当
た
る
優
等
賞
１
席
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　

環
境
保
全
型
農
業
に
よ
り
生
産
さ
れ

た
作
物
な
ど
を
厳
選
し
、
出
荷
基
準
や

品
質
管
理
に
も
こ
だ
わ
っ
た
も
の
を

「
登
米
ブ
ラ
ン
ド
認
証
品
」
と
し
て
認

証
し
て
い
ま
す
。
認
証
品
目
は
、
米
、

野
菜
、
肉
類
、
農
産
物
加
工
品
、
木
工

芸
品
な
ど
で
す
。
環
境
保
全
型
農
業
へ

の
取
り
組
み（
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
環
境
保

全
米
、
県
認
証
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

認
証
）
や
品
質
・
出
荷
管
理（
Ｇ
Ａ
Ｐ

〈
基
礎
Ｇ
Ａ
Ｐ
、Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
〉、
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、
出
荷
基
準
の
設

定
、
遵
守
な
ど
）の
認
証
基
準
を
定
め
、

こ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
生
産
者

か
ら
申
請
さ
れ
た
も
の
を
認
証
し
て
い

ま
す
。

「�
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

豊
か
な
自
然　

�
住
み
た
い
ま
ち　

と
め
」を
目
指
し
て

登と

め米
市（
宮
城
県
）�

 

登
米
市
長
　
熊く

ま
が
い谷

盛も
り
ひ
ろ廣

1
長沼ボート場と長沼フートピア公園
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国
際
的
な
森
林
認
証
を
取
得

　

本
市
は
、
森
林
資
源
も
豊
か
で
、
総

面
積
５
万
３
６
０
０
ha
の
う
ち
、
４
割

強
の
２
万
２
２
２
０
ha
が
森
林
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
農
業
だ
け
で
は
な

く
、
林
業
も
盛
ん
で「
杉
」
の
産
地
と

し
て
も
有
名
で
す
。

　

平
成
28
年
12
月
に
市
有
林
約
２
７ 

０
０
ha
に
つ
い
て
国
際
的
機
関
Ｆ
Ｓ
Ｃ

（
森
林
管
理
協
議
会
）に
よ
る
森
林
認
証

Ｆ
Ｍ
認
証（
森
林
の
適
切
な
管
理
に
関

す
る
認
証
）を
取
得
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
本
年
６
月
に
は
約
１
１
４
０
ha
を

拡
大
し
、
こ
れ
ま
で「
登
米
市
」と
し
て

個
別
認
証
と
し
て
取
得
し
て
い
た
認
証

取
得
を
団
体
や
個
人
を
含
め
た「
登
米

市
森
林
管
理
協
議
会
」と
し
て
の
グ
ル
ー

プ
認
証
に
切
り
替
え
、
認
証
取
得
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｆ
Ｍ
認
証
を
取
得
し
た
森

林
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
認
証（
加
工
流
通
過
程
の

管
理
に
関
す
る
認
証
）を
取
得
し
た
木

材
加
工
業
者
や
流
通
業
者
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
認
証
木
材
を
活
用
し
た

新
た
な
木
製
品
の
製
品
化
な
ど
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
産
木
材
・
木

製
品
の
知
名
度
向
上
、
販
路
拡
大
に
つ

な
が
る
よ
う
、
地
域
林
業
・
木
材
産
業

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

魅
力
と
価
値
を
官
民
一
体
で

発
掘
・
発
信

　

本
市
で
は
、移
住
・
定
住
の
促
進
や
交

流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
市
が
持
つ

魅
力（
食
・
自
然
・
文
化
・
歴
史
な
ど
）を

生
か
し
た
効
果
的
な「
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
」
を
行
い
、
本
市
の
知
名

度
や
認
知
度
の
向
上
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ

の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
高
校
生
か
ら

大
人
ま
で
が
参
加
し
た「
魅
力
発
掘

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
開
催
し
、こ
こ
で

の
ア
イ
デ
ア
か
ら
、
登
米
市
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー「
う
ま
し
、た
く
ま
し
、登
米
市
」

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
名
所
を
舞
台
に
多
く

の
市
民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
す

る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
制
作
し
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
平
成
28
年
11
月
よ
り
配
信
を
開
始

し
た
動
画「Go! H

atto

登
米
無
双
」
に

つ
い
て
は
、
平
成
29
年
６
月
に
開
催
さ

れ
た
ア
ジ
ア
最
大
級
の
国
際
短
編
映
画

祭
で
あ
る「
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
フ
ィ

ル
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
ア
ジ
ア
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
お
い

て
、
大
賞
で
あ
る
観
光
庁
長
官
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

移
住
・
定
住
の
促
進
に
当
た
っ
て
は
、

住
ま
い
や
働
く
場
の
確
保
、
子
育
て
な

ど
の
各
種
支
援
制
度
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
相
談
者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
新
た
に「
登
米

市
移
住
・
定
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
本
年
７
月
よ
り
業
務
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も「
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

豊
か
な

自
然　

住
み
た
い
ま
ち　

と
め
」の
実

現
に
向
け
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

登米市PR動画「Go! Hatto登米無双」

◆�

面
積　
　

５
３
６
・
12
㎢

◆�

人
口　
　

８
万
１
３
１
８
人

◆�

世
帯
数　

２
万
７
３
１
１
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
あ
ふ
れ
る
笑
顔　

豊
か
な

自
然　

住
み
た
い
ま
ち　

と
め

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
宮
城
県
の
北
部
に
位
置
し
、

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
「
水
の
里
」
で
あ
り
、

地
域
に
特
色
あ
る
歴
史
、
伝
統
、
文
化
が
息

づ
く
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕平
成
17
年
４
月
１
日
、迫
町
、

登
米
町
、
東
和
町
、
中
田
町
、
豊
里
町
、
米

山
町
、
石
越
町
、
南
方
町
、
津
山
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
環
境
保
全
米
、
登
米
産
仙
台
牛
、

油
麩
、
銘
酒
澤
乃
泉
、
木
工
芸
品
、
は
っ
と

料
理

〔
観
光
〕
み
や
ぎ
の
明
治
村
、
石
ノ
森
章
太

郎
ふ
る
さ
と
記
念
館
、
伊
豆
沼
・
内
沼
、
長

沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
は
す
ま
つ
り
、
日
本
一
は
っ

と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、東
北
風
土
マ
ラ
ソ
ン
、

国
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
米
川
の
水
か
ぶ
り

登米市長

熊谷盛廣

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

仙台市

登米市
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わが
を
語
る

市
「
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち
　 

台
東
区
」と
し
て

　

平
成
28
年
７
月
、
国
立
西
洋
美
術
館

を
構
成
資
産
に
含
む「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
建
築
作
品
―
近
代
建
築
運
動
へ

の
顕
著
な
貢
献
―
」が
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
都
で
は
初

め
て
の
世
界
文
化
遺
産
と
な
り
ま
す
。

　

台
東
区
で
は
、
平
成
21
年
に「
世
界

遺
産
登
録
推
進
室
」
を
設
置
し
、
区
議

会
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ

て
、
登
録
推
進
に
向
け
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
活
動
な
ど
が
功
を
奏
し
、

悲
願
の
登
録
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
７
月
に
は
、
登
録
１
周
年
と
し

て
、
上
野
恩
賜
公
園
の
国
立
西
洋
美
術

館
西
門
向
か
い
に
お
い
て
、
記
念
植
樹

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
、
国
立
西
洋
美
術

館
の
価
値
や
、
登
録
ま
で
の
経
緯
な
ど

を
紹
介
す
る
講
座
・
パ
ネ
ル
展
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
普
及
啓
発
用
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
制
作
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学
校

３
年
生
か
ら
６
年
生
を
対
象
と
し
た
教

育
教
材
を
作
成
し
て
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
普
及
啓
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
世
界
文
化
遺
産
と
な
っ

た「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
建
築
作
品
」

の
あ
る
７
カ
国（
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
イ
ン
ド
）
の
交
流
の
輪
を

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、「
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち 

台
東
区
」
の
魅
力
や
素
晴
ら
し
さ
を
、

さ
ら
に
国
内
外
に
向
け
て
広
く
発
信
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
花
の
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

推
進

　

本
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
朝
顔
市
や

植
木
市
が
開
か
れ
る
な
ど
、
花
が
暮
ら

し
の
中
に
根
付
き
、
人
情
豊
か
な
風
情

と
園
芸
文
化
を
醸
し
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

花
は
、
人
の
心
を
豊
か
に
し
、
安
ら

ぎ
と
ゆ
と
り
、
希
望
と
勇
気
を
も
た
ら

す
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を
私
た
ち
に
教

え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
区
で
は
、

平
成
28
年
４
月
、「
花
の
心 

た
い
と
う

宣
言
」
を
行
い
、
こ
の
宣
言
を
キ
ッ
ク

オ
フ
に
、「
花
の
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

開
始
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
花
で
ま
ち

を
飾
り
、
お
も
て
な
し
の
ま
ち
台
東
区

を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
」を
基

本
目
標
と
し
、「
花
の
心
を
地
域
へ
広

げ
る
」「
ま
ち
を
花
で
彩
る
」と
い
う
２

つ
の
方
向
性
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
花
の
心
の
醸
成
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
全
区
立

小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
、
児
童

館
な
ど
72
施
設
で
、「
花
育
」と
い
う
教

育
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
花
育
」は
、
理
科
や
生
物
の
学
習
と

「
世
界
遺
産
の
あ
る
ま
ち　

台
東
区
」　

花
の
心
で
お
も
て
な
し

台た
い
と
う東
区（
東
京
都
）�

 

台
東
区
長
　
服は

っ
と
り部

征ゆ

く

お夫

2
世界文化遺産登録１周年記念植樹

「花の心　たいとう宣言」式典（子どもたちによる宣言文唱和：平成
28年4月）
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し
て
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
が

花
を
大
切
に
育
て
な
が
ら
、
命
の
大
切

さ
や
力
強
さ
、
た
く
ま
し
さ
と
い
っ
た

花
の
素
晴
ら
し
さ
を
受
け
止
め
、
花
の

心
を
育
む
こ
と
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み

で
す
。

　

あ
る
幼
稚
園
で
は
、
育
て
た
花
か
ら

種
を
取
り
、
次
の
年
度
の
学
級
に
引
き

継
げ
る
よ
う
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命

お
世
話
を
行
い
、
小
学
校
で
は
育
て
た

花
を「
押
し
花
の
し
お
り
」
に
し
、
大

切
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
、
自

宅
で
気
軽
に
花
に
触
れ
、
そ
の
美
し
さ

を
感
じ
ら
れ
る
機
会
を
増
や
す
た
め

に
、
親
子
で
参
加
で
き
る
花
の
講
習
会

の
開
催
や
庭
先
な
ど
に
プ
ラ
ン
タ
ー
を

設
置
し
た
場
合
に
助
成
を
行
う
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
、
ま
ち

を
花
で
彩
る
と
と
も
に
、
花
の
心
を
広

げ
、
お
も
て
な
し
の
ま
ち
台
東
区
を
、

本
区
を
訪
れ
る
方
々
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
連
携
・
都
市
交
流
事
業

の
展
開

　

本
区
で
は
、
姉
妹
友
好
都
市
８
都
市

を
は
じ
め
、
全
国
各
自
治
体
と
と
も
に

発
展
・
成
長
し
、
共
存
共
栄
を
図
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
交
流
事
業
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
に
は
、
姉
妹
友
好
都
市
を

含
む
、
全
国
か
ら
21
の
自
治
体
が
集
ま

り
、
地
元
特
産
品
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
商
談
会
や
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
販
売
を

行
う「
ふ
る
さ
と
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ス
タ
」
を

浅
草
で
開
催
し
ま
し
た
。
商
談
会
で

は
、
出
店
事
業
者
に
対
す
る
見
積
依
頼

が
あ
る
な
ど
、
今
後
の
販
路
拡
大
に
つ

な
が
る
も
の
と
な
り
、Ｐ
Ｒ
販
売
で
は
、

完
売
す
る
自
治
体
も
出
る
な
ど
、
盛
大

に
と
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
６
月
に
は
、
松
坂
屋
上

野
店
で「
台
東
区
姉
妹
友
好
都
市　

日

本
酒
・
う
ま
い
も
の
＆
も
の
づ
く
り

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
日
ご
ろ

購
入
が
難
し
い
姉
妹
友
好
都
市
の
日
本

酒
を
は
じ
め
、
各
地
の
特
産
品
を
目
当

て
に
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
７
月
に
は
、
姉
妹
友
好
都

市
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
自
治
体

が
、区
内
に
お
い
て
特
産
品
販
売
、観
光

案
内
な
ど
を
行
う
場
と
し
て
、
新
た
に

「
ふ
る
さ
と
交
流
シ
ョ
ッ
プ
台
東
」を
千

束
通
商
店
街
に
開
設
し
ま
し
た
。
最
初

の
出
店
自
治
体
は
、
姉
妹
都
市
の
宮
城

県
大
崎
市
で
、オ
ー
プ
ン
初
日
、大
崎
市

の
伊
藤
市
長
自
ら
店
頭
に
立
ち
、
お
米

や
お
酒
な
ど
の
特
産
品
の
販
売
、
観
光

情
報
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
山
形
県
村
山
市
、
福
島
県

南
会
津
町
な
ど
続
い
て
入
れ
替
わ
り
出

店
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ふ
る
さ
と
交

流
シ
ョ
ッ
プ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
自
治
体
と
交
流
し
、
そ
の
魅

力
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
商
店
街
を

は
じ
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「ふるさと交流ショップ台東」オープン初日の店頭の様子

◆�

面
積　
　

10
・
11
㎢

◆�

人
口　
　

19
万
５
６
５
０
人

◆�

世
帯
数　

11
万
５
６
５
１
世
帯

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
上
野
の
山
の
芸
術
や
、
浅

草
の
大
衆
芸
能
、
四
季
折
々
の
伝
統
行
事
な

ど
、
江
戸
時
代
以
来
の
歴
史
と
伝
統
の
も
と

に
、
下
町
の
庶
民
文
化
と
新
し
い
文
化
が
、

互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な

文
化
を
育
ん
で
き
た
ま
ち

〔
主
な
産
業
〕
鞄
・
靴
な
ど
の
皮
革
製
品
、

指
物
・
銀
器
な
ど
の
伝
統
工
芸
、ジ
ュ
エ
リ
ー　

な
ど

〔
観
光
〕
浅
草
寺
雷
門
、
上
野
恩
賜
公
園
、

谷
中
銀
座　

な
ど

〔
主
な
祭
り
・
行
事
〕
浅
草
流
鏑
馬
、三
社
祭
、

入
谷
朝
顔
ま
つ
り
（
朝
顔
市
）、
隅
田
川
花

火
大
会
、
浅
草
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル　

な
ど

台東区長

服部征夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

新宿区

台東区
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わが
を
語
る

市
輝
く「
ク
オ
リ
テ
ィ･
オ
ブ･

ラ
イ
フ
」の
実
現

　

わ
が
ま
ち
亀
山
は
、
鈴
鹿
山
系
や
鈴

鹿
川
に
代
表
さ
れ
る
豊
か
な
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
、
歴
史
が
織
り
な
し
た
佇

ま
い
を
残
す
城
下
町･

宿
場
町
と
し
て

の
顔
が
あ
り
ま
す
。
市
内
に
東
海
道

五
十
三
次
の
３
つ
の
宿
場
を
有
し
、
中

で
も
東
海
道
で
唯
一
、
国
の「
重
要
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
」に
選
定
さ

れ
て
い
る「
関
宿
」
は
、
今
な
お
往
時

の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
新
名
神
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
る
交
通
拠
点
性
の
高
ま
り
と
併

せ
、
特
色
あ
る
環
境･

文
化
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
提
唱
の
健
康
都
市
戦
略

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
、
ま
ち

を
形
づ
く
る
多
彩
な
要
素
が
う
ま
く
結

び
つ
い
た
高
い
結
晶
性
に
よ
っ
て
、
輝

く『
ク
オ
リ
テ
ィ･

オ
ブ･

ラ
イ
フ（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
』
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
民
の「
愛
着
と
誇
り
」
そ
し

て「
幸
福
実
感
」
が
高
ま
り
、
そ
の
こ

と
が
ま
た
一
人
一
人
の
自
発
的
な
参
画

と
協
働
へ
の
厚
み
と
な
っ
て
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
好
循
環
へ
と
つ
な
が

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
生･

亀
山
モ
デ
ル

　

本
市
は
、
三
重
県
の
北
中
部
、
名
古

屋
か
ら
約
50
㎞･

大
阪
か
ら
約
１
０
０

㎞
に
位
置
し
、
わ
が
国
東
西
の
結
節
点

と
し
て
、
ま
た
伊
勢
志
摩
へ
の
分
岐
点

と
し
て
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衡
と
し

て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら

を
強
み
と
し
て
昭
和
の
高
度
成
長
期
か

ら
多
様
な
分
野
の
製
造
業
の
立
地
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
、
三
重
県
と
連
携
し
た
乾け
ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き

の
産
業
政
策
に
よ
り
、
シ
ャ
ー

プ（
株
）
を
核
と
す
る
液
晶
関
連
産
業

の
集
積
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
日

本
は
、
構
造
的
な
円
高
デ
フ
レ
に
よ
る

国
内
産
業
の
空
洞
化
と
い
う
厳
し
い
現

実
の
中
に
あ
り
、
そ
の
衝
撃
的
な
企
業

立
地
に
よ
り
、
ま
た
最
先
端
の
液
晶
Ｔ

Ｖ「
亀
山
モ
デ
ル
」
が
一
躍
名
を
馳
せ

る
こ
と
と
な
り
、
全
国
の
耳
目
を
集
め

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
大

き
く
、
有
形
無
形
の
成
果
へ
と
つ
な
が

り
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
液
晶
産
業

の
集
積
以
前
も
自
動
車
産
業
を
は
じ
め

多
様
な
も
の
づ
く
り
企
業
が
立
地
す
る

「
緑
の
工
業
都
市
」
と
し
て
の
性
格
を

有
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
特
性
が
数

段
強
化
さ
れ
る
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
平
成
20
年
秋
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
急
激
に
潮
目
が
変
わ

る
わ
け
で
す
が
、
一
旦
馬
力
で
は
な
い

持
続
可
能
な
地
域
経
営
へ
の
転
換
と
行

財
政
改
革
に
よ
っ
て
厳
し
い
変
化
を
乗

り
越
え
、
現
在
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
を
展

望
し
て
い
ま
す
。

　

亀
山
工
場
操
業
前
と
現
在
と
を
比

較（
平
成
15
年
／
平
成
26
年
）す
る
と
、

製
造
品
出
荷
額
の
伸
び
3
・
04
倍
、
市

全
体
従
業
者
数
の
伸
び
１
・
３
倍
、
地

方
税
額
の
伸
び
１
・
44
倍
、
昼
夜
間
人

口
比
率
の
逆
転
に
見
る
拠
点
性
向
上

な
ど
中
長
期
的
な
成
長
を
果
た
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
財
政
力
指

数
が
１
を
超
え
、
地
方
交
付
税
の
不
交

付
団
体
と
な
っ
た
6
年
間（
平
成
17
年

度
〜
平
成
22
年
度
）
に
、
都
市
の
ス

歴
史･

ひ
と･

自
然
が
心
地
よ
い

『
緑
の
健
都
』を
目
指
し
て

亀か
め
や
ま山
市（
三
重
県
）�

 

亀
山
市
長
　
櫻さ

く
ら
い井

義よ
し
ゆ
き之

3
中部圏と近畿圏を結ぶ新名神高速道路亀山ＪＣＴ周辺
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ト
ッ
ク
と
し
て
の「
小
中
学
校･

幼
稚

園
の
改
築
」
な
ど
の
ハ
ー
ド
事
業
、
県

下
を
先
導
し
て
き
た「
中
学
卒
業
ま
で

の
医
療
費
無
料
化
」
や「
三
重
大
学
地

域
医
療
学
講
座
の
開
設
」「
か
め
や
ま

文
化
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
ど
の
ソ
フ

ト
事
業
を
順
調
に
展
開
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
全
国
に
先

駆
け「
ゴ
ミ
埋
め
立
て
処
分
量
ゼ
ロ･

全
量
再
資
源
化
」の
廃
棄
物
処
理
シ
ス

テ
ム
と
山
元
還
元
、
埋
設
ゴ
ミ
の
再
処

理
を
実
現
し
て
お
り
、
市
民
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ

向
上
に
少
な
か
ら
ず
つ
な
が
っ
て
き
た

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

古
今
東
西
、
都
市
の
キ
ャ
パ
シ

テ
ィ
を
超
え
る
急
激
な
経
済
成

長
が
地
域
の
自
然
環
境
や
人
的

環
境
を
破
壊
す
る
力
を
持
つ
と

き
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
往
々
に
し

て
、
分
度
を
越
え
た
経
済
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
人
心
を
変
え
、
社
会
を

変
質
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
幸
い
本
市
は
、
こ
の
15

年
の
激
動
と
混こ
ん
と
ん沌

の
中
で
試
行

錯
誤
を
し
な
が
ら
も
、
多
く
の
こ

と
を
学
び
、
全
国
有
数
の
変
化
に

し
た
た
か
に
適
応
す
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
こ
れ

も
ま
た
、
新
た
に
生
ま
れ
た「
亀

山
モ
デ
ル
」で
あ
り
ま
す
。

『
緑
の
健
都
』を
目
指
し
て

　

さ
て
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴

の
1
つ
に
、「
市
民
力
に
よ
る
高
い
地

域
力
」
が
あ
り
ま
す
。
市
民
一
人
一
人

が
自
分
の
ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
抱

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
地
域
社
会
を
よ

り
良
く
す
る
た
め
の
自
発
的
な
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
す
。
市
民
活
動
や
地

域
活
動
に
よ
る
多
彩
な
社
会
参
加
を

通
じ
て
絆き
ず
なを

深
め
、
そ
の
地
域
愛
や
触

れ
合
い
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、

生
活
の
質
と
密
接
に
関
連
す
る
で
あ

ろ
う
こ
と
に
疑
う
余
地
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
情
報
公
開･

情
報
共

有
の
制
度
整
備
を
は
じ
め
市
民
参
画

協
働
に
よ
る「
開
か
れ
た
市
政
」
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
的
に

珍
し
い「
市
民
活
動
応
援
制
度･

え
が

お
カ
ー
ド
」な
ど
の
新
し
い
自
治
の
仕

組
み
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
昨
今
は
市
民
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
活
発
化
し
、
地
域
愛
と
比

例
し
て
Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

本
年
春
、『
歴
史･

ひ
と･

自
然
が
心

地
よ
い 

緑
の
健
都
か
め
や
ま
』を
将
来

都
市
像
と
す
る
、
新
し
い
総
合
計
画

「
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
５
」
が
始

動
い
た
し
ま
し
た
。
誰
も
が
心
地
よ
い

「
亀
山
ク
オ
リ
テ
ィ
」は
、
今
後
も
愚
直

に
実
践
し
磨
き
続
け
る
こ
と
で
、
地
方

創
生
の
時
代
を
健
や
か
に
切
り
開
け
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

国の「重要伝統的建造物群保存地区」に選定された東海道関宿の町並み
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面
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１
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・
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人
口　
　

４
万
９
７
４
５
人

◆�

世
帯
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２
万
１
０
７
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
歴
史
・
ひ
と
・
自
然
が
心

地
よ
い　

緑
の
健
都
か
め
や
ま

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
三
重
県
の
北
中
部
に
位
置

し
、
鈴
鹿
山
脈
な
ど
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵

ま
れ
た
内
陸
工
業
都
市

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
１
月
11
日
、
亀

山
市
、
関
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
ロ
ー
ソ
ク
、
亀
山
茶
、
自
然
薯
、

亀
山
紅
茶
、
液
晶
テ
レ
ビ
、
亀
山
み
そ
焼
き

う
ど
ん
、
亀
山
ラ
ー
メ
ン

〔
観
光
〕
東
海
道
関
宿
・
亀
山
宿
・
坂
下
宿
、

石
水
渓
、
坂
本
棚
田
、
日
本
武
尊
能
褒
野
御

墓
、
正
法
寺
山
荘
跡
、
名
阪
森
林
パ
ー
ク

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
花
し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
、
関
宿

祇
園
夏
ま
つ
り
、
納
涼
大
会
、
関
宿
納
涼
花

火
大
会
、
亀
山
青
空
お
茶
ま
つ
り
、
亀
山
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
、東
海
道
関
宿
街
道
ま
つ
り
、

亀
山
大
市

亀山市長

櫻井義之

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

津市
亀山市
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わが
を
語
る

市
働
く
と
こ
ろ
と
住
む
と
こ
ろ

　

東
か
が
わ
市
は
、
香
川
県
の
東
端
に

位
置
し
、
高
松
市
や
徳
島
市
の
中
心
市

街
地
ま
で
車
で
お
よ
そ
１
時
間
弱
、
神

戸
・
大
阪
方
面
へ
は
高
速
道
路
で
お
よ

そ
１
時
間
半
か
ら
２
時
間
と
都
市
部
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
立
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
北
は
瀬
戸
内
海
、
南

は
阿
讃
山
脈
に
接
し
て
お
り
、
海
と
山

に
囲
ま
れ
自
然
環
境
が
豊
か
で
、
さ
ら

に
は
気
候
も
温
暖
で
自
然
災
害
が
比
較

的
少
な
く
、
住
む
環
境
に
非
常
に
恵
ま

れ
た
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
15
年
４
月
に
旧
引
田
町
・
白
鳥

町
・
大
内
町
の
３
町
が
合
併
し
て
本
市

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
財
政
の

健
全
性
維
持
に
留
意
し
な
が
ら
、
機
を

見
て
、学
校
施
設
の
統
廃
合
や
耐
震
化
、

市
内
全
域
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
敷
設

な
ど
の
市
民
が
快
適
か
つ
安
全
に
、
ま

た
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
都
市
部
へ
の

人
口
流
出
傾
向
が
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
近
年
に
お
い
て
は
、
平
成

25
年
に
策
定
し
た
東
か
が
わ
市
基
本
構

想
に
よ
る
３
つ
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ

ン
、「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
」「
市
民
と
の

協
働
で
つ
く
る
ま
ち
」を
目
指
し
た
施

策
展
開
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

若
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
働
く
と
こ
ろ
と
住

む
と
こ
ろ
を
中
心
と
し
た
各
種
支
援
施

策
の
充
実
が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
中

学
２
年
生
を
対
象
と
し
た
市
内
企
業
の

Ｐ
Ｒ
説
明
会
の
開
催
や
ふ
る
さ
と
就

職
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
縁
む
す
び

事
業
、
若
者
の
住
宅
取
得
支
援
や
家
賃

助
成
な
ど
に
現
在
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

新
た
な
観
光
戦
略

　

本
市
に
は
広
く
一
般
に
知
ら
れ
た
有

名
な
観
光
地
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
国
の

天
然
記
念
物
で
あ
る
ラ
ン
プ
ロ
フ
ァ
イ

ア
や
絹
島
の
柱
状
節
理
を
は
じ
め
と
し

た
沿
岸
部
の
ジ
オ
サ
イ
ト
群
、
日
本
で

唯
一
の
人
形
劇
テ
ー
マ
パ
ー
ク「
と
ら

ま
る
パ
ペ
ッ
ト
ラ
ン
ド
」、
ホ
ワ
イ
ト

タ
イ
ガ
ー
の「
し
ろ
と
り
動
物
園
」、
ハ

マ
チ
養
殖
発
祥
の
地「
安
戸
池
」
な
ど

キ
ラ
リ
と
光
る
観
光
資
源
が
あ
り
ま

す
。
本
年
は
、
引
田
地
区
の
讃
州
井
筒

屋
敷
と
そ
の
周
辺
の
古
い
町
並
み
エ

リ
ア
に
程
近
い
引
田
城
跡
が
続
日
本

１
０
０
名
城
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
は
、
隣
接
す
る
徳
島
県

鳴
門
市
と
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
で
Ａ
Ｓ

Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
交
流
圏
連
携
推
進

協
議
会
を
組
織
し
、観
光
、文
化
な
ど
の

分
野
に
お
け
る
広
域
連
携
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。
近
年
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ブ
ー
ム
に
乗
じ
て
、
県
域
を
越
え
た
３

市
を
つ
な
ぐ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の

設
定
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、

民
間
の
有
志
に
よ
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ

ど
こ
よ
り
も
元
気
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て

東ひ
が
し

か
が
わ
市（
香
川
県
）�

 

東
か
が
わ
市
長
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じ
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で
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「引田ひなまつり」で行われる子どもたちの雛行列
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ベ
ン
ト「
ツ
ー
ル・
ド
・１
０
３
」（
１
０
３

は「
ト
ウ
サ
ン
」と
読
み
ま
す
）も
今
年

で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
、
こ
の
民
間

の
取
り
組
み
と
行
政
の
取
り
組
み
と
の

連
携
、
さ
ら
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
既
存
の
観
光
資
源
を
つ
な
げ

た
新
た
な
観
光
戦
略
の
可
能
性
に
も
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
場
産
業
の
振
興

　

本
市
は
、
全
国
シ
ェ
ア
の
90
％
以
上

を
占
め
る
手
袋
の
一
大
産
地
で
す
。
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
手
袋
製
造
に
伴
う

高
い
縫
製
技
術
は
、
高
品
質
の
革
の

バ
ッ
グ
製
造
へ
も
派
生
し
て
い
ま
す

が
、
地
場
産
業
の
手
袋
製
造
に
は
個
人

経
営
の
零
細
事
業
者
も
多
く
、
後
継
者

不
足
に
よ
り
そ
の
技
術
の
伝
承
と
事
業

継
続
が
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
い
っ
た
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
市
内
の
手
袋
職
人
が
つ

く
る
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
グ
ロ
ー
ブ
が
秀
逸

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
は
じ
め
国
内
外
の

多
く
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
評
価
さ

れ
、
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
本

市
で
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技
関
係
者
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
縁
が
あ
っ
て
、
市
内
で

毎
年
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、

全
日
本
ク
ラ
ス
選
手
の
強
化
合
宿
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を

と
ら
え
、
そ
の
手
袋
職
人
と
選
手
と
の

交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
本
市
の
手

袋
製
造
技
術
を
全
国
に
向
け
て
発
信
す

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
当

た
り
、
海
外
の
ト
ッ
プ
プ
レ
イ
ヤ
ー
や

そ
の
関
係
者
と
も
交
流
を
図
る
こ
と
で

全
世
界
に
広
く
発
信
し
、
地
場
産
業
の

活
性
化
へ
と
つ
な
が
る
よ
う
な
取
り
組

み
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

　

最
後
に
、
本
市
の
五
名
地
区
で
は
早

く
か
ら
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
の
地
域

を
自
ら
良
く
し
よ
う
と
そ
の
地
域
の
特

産
品
販
売
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
活
動
が
総
務
省
の
事
例
集
に
掲
載
さ

れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
知
ら
れ
る
も
の

と
な
り
、
市
内
の
ほ
か
の
地
域
活
動
へ

の
波
及
効
果
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
取
り
組
み
の
特
徴
は
、
無

理
を
せ
ず
自
分
た
ち
の
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
少
し
ず
つ
地
域
活
動
を
発
展
さ
せ

て
き
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ

こ
に
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
原
点

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
創

生
に
向
け
、
自
分
た
ち
の
で
き
る
と
こ

ろ
か
ら
、
ま
た
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
と
き

に
は
機
を
逃
さ
ず
、
効
果
が
は
っ
き
り

と
現
れ
る
ま
で
に
時
間
は
掛
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
歩
一
歩
着
実
に
、

ど
こ
よ
り
も
元
気
な
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高い縫製技術で知られる東かがわ市の手袋製造

◆�

面
積　
　

１
５
２
・
83
㎢

◆�

人
口　
　

３
万
１
５
９
３
人

◆�

世
帯
数　

１
万
４
０
０
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
ど
こ
よ
り
も
元
気
な
ま
ち

を
め
ざ
し
て

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
香
川
県
の
東
端
に
位
置
し
、

地
場
産
業
で
あ
る
手
袋
生
産
は
、
伝
統
産
業

で
あ
り
、
ハ
マ
チ
の
養
殖
の
発
祥
地
な
ど
、

伝
統
と
文
化
を
今
な
お
受
け
継
ぐ
、
自
然
豊

か
な
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
15
年
4
月
1
日
、
引

田
町
、
白
鳥
町
、
大
内
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
手
袋
お
よ
び
関
連
商
品
、
和
三

盆
、
海
産
物
（
ひ
け
た
鰤
、
ハ
マ
チ
、
タ
イ
、

ノ
リ
等
）、ぶ
ど
う
餅
、キ
ャ
ビ
ア
、イ
チ
ゴ
、

パ
セ
リ
、
レ
タ
ス
、
ね
ぎ

〔
観
光
〕
讃
州
井
筒
屋
敷
と
引
田
の
古
い
町

並
み
、し
ろ
と
り
動
物
園
、と
ら
ま
る
パ
ペ
ッ

ト
ラ
ン
ド
、
安
戸
池
、
香
川
の
て
ぶ
く
ろ
資

料
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
引
田
ひ
な
ま
つ
り
、
と
ら
マ

ル
シ
ェ
、
風
の
港
ま
つ
り
、
山
王
宮
あ
ば
れ

だ
ん
じ
り
、と
ら
ま
る
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
、

あ
い
ら
ぶ
東
か
が
わ
大
物
産
展
、
ほ
ろ
宵
ま

つ
り
、
五
名
い
の
し
し
祭
り
、
空
ち
ゃ
ん
田

ん
ぼ

東かがわ市長

藤井秀城

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
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東かがわ市


